
七
世
紀
に
お
け
る
遣
唐
使
の
航
海
と
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
遷

大
高　

広
和

は
じ
め
に

沖
ノ
島
に
お
け
る
古
代
祭
祀
は
、
四
世
紀
後
半
に
始
ま
り
九
世
紀
末
頃
ま
で
継
続
し

て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
岩
上
―
岩
陰
―
半
岩
陰
・
半
露
天
―
露

天
と
い
う
巨
岩
に
対
す
る
祭
祀
遺
跡
の
位
置
の
移
り
変
わ
り
は
、
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た

奉
献
品
の
変
遷
と
と
も
に
、
長
く
続
く
祭
祀
の
中
に
も
祭
式
な
ど
の
変
化
が
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
、
日
本
固
有
の
信
仰
の
原
型
で
あ
る
神
祇
信
仰
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る

上
で
多
大
な
知
見
を
我
々
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
変
遷
が
生
じ
た
の
か
、
そ
こ
に
大
陸
と
の
対
外

交
流
も
し
く
は
対
外
関
係
上
の
出
来
事
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
科
学

的
・
客
観
的
な
形
で
証
明
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
と
は
言
え
、
そ
れ
は
こ
れ

ら
の
問
題
に
関
し
て
研
究
の
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、

特
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
七
世
紀
に
お
け
る
対
外
情
勢
の
推
移
と
日
本

列
島
か
ら
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
航
路
の
変
化
に
つ
い
て
着
目
し
、
沖
ノ
島
の
古

代
祭
祀
の
変
遷
の
背
景
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
た
い
。

一
、
画
期
（
過
渡
期
）
と
し
て
の
七
世
紀

沖
ノ
島
の
古
代
祭
祀
上
、
最
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
ほ
ぼ
七
世
紀
代
の
こ
と
と

言
っ
て
よ
い
。
七
世
紀
と
言
え
ば
、
厩
戸
皇
子
（
聖
徳
太
子
）
や
蘇
我
馬
子
が
政
治
の
刷

新
を
図
り
、遣
隋
使
を
派
遣
し
た
推
古
朝
に
始
ま
り
、六
四
五
年
の
所
謂
「
大
化
の
改
新
」、

六
六
三
年
の
白
村
江
で
の
唐
・
新
羅
連
合
軍
へ
の
敗
戦
を
経
て
、
中
央
集
権
化
策
が
進
め

ら
れ
た
天
智
朝
・
天
武
朝
な
ど
の
時
代
が
あ
り
、
律
・
令
と
も
に
完
備
し
た
日
本
初
の
法

典
と
み
ら
れ
る
大
宝
律
令
の
制
定
（
七
〇
一
年
）
に
至
る
、
名
実
と
も
に
激
動
の
時
代
で

あ
っ
た
。

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
は
、
岩
陰
祭
祀
の
最
終
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
七
世

紀
に
入
る
と
さ
れ
る
二
二
号
遺
跡
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
金
銅
製
の
雛

形
紡
織
具
や
人
形
等
が
奉
献
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
墳
の
副
葬
品
と
は
異
な
る
品
が
祭

祀
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
二
号
遺
跡
は
岩
陰
を
外
れ
た
部
分
へ
須
恵
器
が
並
べ

ら
れ
る
な
ど
、
次
の
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
遺
跡
に
近
い
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て

八
～
九
世
紀
の
露
天
祭
祀
へ
の
過
渡
期
と
評
価
さ
れ
て
き
た
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
と
さ

れ
る
五
号
遺
跡
は
、
七
世
紀
後
半
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ（
1
）

、
中
国
産
の
唐
三
彩
長
頸
瓶
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片
や
金
銅
製
龍
頭
と
と
も
に
、
五
弦
琴
や
紡
織
具
類
等
の
金
銅
製
雛
形
品
や
土
器
類
等
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
沖
ノ
島
出
土
品
と
さ
れ
る
宗
像
大
社
神
宝
館
所
蔵
の
金
銅
製
高
機
も

あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
は
伊
勢
神
宮
の
神
宝
と
し
て
鎌
倉
期
の
絵
図

（
2
）

に
見
え
る
も
の
や
現

代
も
神
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
共
通
性
を
も
っ
て
お
り
、
か
つ
て
井
上
光
貞
氏
が

沖
ノ
島
祭
祀
を
「〝
律
令
的
祭
祀
〟
な
い
し
そ
の
〝
先
駆
的
形
態
〟」
が
現
れ
て
い
る
と
評

価
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
3
）

。
ま
た
、
金
子
裕
之
氏
は
、
沖
ノ
島
や
神
宮
神
宝
等
に
み
ら

れ
る
金
銅
製
紡
織
具
を
女
神
と
の
関
わ
り
で
理
解
し
て
お
り

（
4
）

、
こ
の
見
方
に
従
え
ば
、

七
世
紀
に
入
っ
た
段
階
で
女
神
に
対
す
る
祭
祀
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
み
な

す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
種
類
の
奉
献
品
が
現
れ
て
く
る
七
世
紀
に
、

沖
ノ
島
祭
祀
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

七
世
紀
に
お
い
て
は
、
沖
ノ
島
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
大
島
の
御
嶽
山
山
頂
（
標
高
二
二
四
㍍
）
に
位
置
す
る
御
嶽
山
祭
祀
遺

跡
（
大
島
御
嶽
山
遺
跡
）
は
、
二
〇
一
二
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
奈
良
三
彩
小
壺
や

八
稜
鏡
、
滑
石
製
形
代
や
土
器
類
等
が
出
土
し
、
沖
ノ
島
の
露
天
祭
祀
遺
跡
と
共
通
性
を

も
つ
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
在
、
宗
像
大
社
中
津
宮
の
本

殿
は
御
嶽
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
が
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
成
立
の
「
大
島
第
二
宮
年

中
御
神
事
次
第
」（

5
）

に
中
津
宮
の
「
上
宮
」
と
記
さ
れ
る
御
嶽
神
社
の
背
後
に
位
置
す
る

こ
の
遺
跡
が
、
中
津
宮
の
起
源
に
あ
た
る
こ
と
は
疑
い
な
い

（
6
）

。
ま
た
、
宗
像
大
社
辺

津
宮
境
内
の
丘
陵
上
、
高
宮
祭
場
の
周
辺
に
あ
た
る
下
高
宮
祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
も
、
未

調
査
な
が
ら
沖
ノ
島
や
御
嶽
山
と
共
通
す
る
滑
石
製
舟
形
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
お
り

（
7
）

、

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
宗
像
三
女
神
へ
の
祭
祀
が
こ
れ
ら
三
か
所
で
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
の
古
代
祭
祀
の
時
期
は
七
世
紀
末
か

ら
と
報
告
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
三
女
神
へ
の
祭
祀
の
考
古
学
的
な
下
限
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
宗
像
三
女
神
が
沖
津
宮
・
中
津
宮
・
辺
津
宮
の
三
宮
に
降
臨
し
、
地
元

豪
族
宗
像
氏
（
胸
肩
君
氏
）
が
三
女
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
世
紀
前
半

に
成
立
し
た
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
三
女
神
神
話
（
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
の

ウ
ケ
ヒ
の
段
）
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
内
容
は
記
紀
の
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
天

武
朝
ま
で
は
遡
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
沖
ノ
島
の
神
に
対
す
る
信
仰

は
、
遅
く
と
も
七
世
紀
後
半
（
第
四
四
半
期
）
に
は
三
女
神
へ
の
信
仰
と
し
て
展
開
し
て

い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る

（
8
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
七
世
紀
に
お
い
て
は
沖
ノ
島
で
の
祭
祀
の
内
容
や
祭
式
に
か
か
わ
る

変
化
、
お
よ
び
宗
像
三
女
神
に
対
す
る
三
宮
で
の
祭
祀
の
開
始
と
い
っ
た
、
沖
ノ
島
祭
祀

の
変
遷
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
現
象
が
い
く
つ
も
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
が
具
体
的
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
、
七
世
紀
の
う
ち

い
つ
を
画
期
と
み
な
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
記
以
上
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る

（
9
）

。
こ
れ
ら
は
沖
ノ
島
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
と
そ

の
変
遷
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
基
本
と
な
る
問
題
で
あ
り
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
が
深
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
七
世
紀
の
対
外
関
係
史
を
一
瞥
す
る
と
、
特
筆
す
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
遣

隋
使
お
よ
び
遣
唐
使
の
派
遣
や
、
白
村
江
の
戦
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
遣
唐
使
等
の
海

外
へ
の
遣
使
と
の
関
係
は
、
沖
ノ
島
の
位
置
や
唐
三
彩
等
の
大
陸
よ
り
将
来
さ
れ
た
豊
富

な
奉
献
品
に
よ
り
、
調
査
当
時
か
ら
重
視
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
以
下
、
そ
の
具

体
的
な
様
相
を
航
路
の
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。
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二
、
七
世
紀
前
半
の
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
航
路

中
国
王
朝
へ
の
遣
使
は
、
五
世
紀
の
倭
の
五
王
に
よ
る
南
朝
へ
の
遣
使
以
降
、
お
よ

そ
一
世
紀
の
間
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
西
暦
五
八
九
年
に
約
三
〇
〇
年
ぶ
り

に
南
北
朝
統
一
を
果
た
し
た
隋
に
対
し
て
、
推
古
天
皇
は
遣
使
を
行
っ
た
。
六
〇
〇
年

に
派
遣
さ
れ
た
遣
隋
使
は
『
隋
書
』（
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国
条
）
に
し
か
記
録
が
な
く
、

恐
ら
く
倭
国
に
と
っ
て
不
都
合
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
六
〇
七
年
に
は

小
野
妹
子
が
煬
帝
に
謁
見
し
、
不
興
を
買
い
な
が
ら
も
翌
年
に
使
者
裴
世
清
を
伴
っ
て

帰
国
し
て
い
る
（『
隋
書
』、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
六
年
四
月
条
。
以
下
、
特
記

な
き
も
の
は
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
）。
ま
た
同
年
、
裴
世
清
を
送
る
た
め
、
小
野
妹

子
は
留
学
生
ら
と
と
も
に
再
度
隋
へ
渡
海
し
た
（
同
年
九
月
辛
巳
条
）。

遣
隋
使
の
航
海
ル
ー
ト
は
、
裴
世
清
が
百
済
経
由
で
南
に
耽
羅
（
済
州
島
）
を
望
み

つ
つ
対
馬
・
壱
岐
を
経
て
筑
紫
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
『
隋
書
』
に
み
え
る
の
で（
10
）

、

所
謂
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
記
述
以
来
の
壱
岐
・
対
馬
ル
ー
ト
で
朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
半

島
西
岸
を
北
上
し
黄
海
を
渡
海
し
て
山
東
半
島
に
至
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て
い
た
だ
ろ

う（
11
）

。
な
お
、
六
一
五
年
（
推
古
天
皇
二
十
三
年
）
九
月
に
は
前
年
に
隋
に
派
遣
さ

れ
た
犬
上
御
田
鍬
ら
が
百
済
使
と
と
も
に
帰
国
し
て
お
り
、
こ
の
時
も
百
済
経
由
で
あ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

六
一
八
年
に
唐
が
隋
に
代
わ
っ
た
後
、六
二
三
年（
推
古
天
皇
三
十
一
年
）七
月
に
は
、

隋
に
留
学
し
て
い
た
僧
ら
が
来
朝
し
た
新
羅
の
大
使
と
と
も
に
帰
国
し
、
唐
は
「
法
式

備
定
之
珍
国
」
で
あ
っ
て
常
に
通
交
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
六
三
〇
年
に
犬
上

御
田
鍬
ら
が
初
め
て
の
遣
唐
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
（
舒
明
天
皇
二
年
八
月
丁
酉
条
）。

彼
ら
は
二
年
後
に
唐
の
送
使
高
表
仁
と
新
羅
の
送
使
ら
と
と
も
に
対
馬
に
来
着
し
、
高

表
仁
は
難
波
津
ま
で
行
っ
て（
12
）

翌
年
に
や
は
り
対
馬
経
由
で
帰
国
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
日
本
列
島
と
中
国
大
陸
と
の
海
上
交
通
は
、対
馬
海
峡
（
朝
鮮
海
峡
）

お
よ
び
朝
鮮
半
島
（
も
し
く
は
遼
東
半
島
）
―
山
東
半
島
間
を
渡
る
以
外
は
、
地
乗
り

航
法（
13
）

で
朝
鮮
半
島
沿
岸
を
経
由
す
る
比
較
的
安
全
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー

ト
は
一
般
に「
北
路
」と
呼
ば
れ
、『
日
本
書
紀
』白
雉
五
年（
六
五
四
）二
月
条
に
は「
新

羅
道
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
八
世
紀
、
つ
ま

り
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
に
渡
海
し
た
遣
唐
使
以
降
は
、
五
島
列
島
か
ら
直
接
東
シ
ナ

海
を
渡
っ
て
中
国
の
長
江
河
口
付
近
を
目
指
す
「
南
路
」
に
代
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る（
図
）（
14
）

。
安
全
な
ル
ー
ト
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
が
選
択
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、

南
路
の
方
が
航
行
距
離
が
短
く
、
煬
帝
の
築
い
た
大
運
河
の
利
用
も
可
能
で
、
中
国
の

都
、
長
安
や
洛
陽
ま
で
の
行
程
が
短
縮
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
造
船
や

航
海
の
技
術
の
進
歩
が
背
景
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る（
15
）

。
し
か
し
、「
南
路
」
で
唐

へ
向
か
っ
た
使
節
は
ほ
と
ん
ど
が
遭
難
・
漂
流
の
憂
き
目
を
見
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
や
は
り
朝
鮮
半
島
情
勢
と
の
関
係
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
だ
ろ
う
。

七
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
高
句
麗
が
隋
に
よ
る
数
度
の
遠
征
を
退
け
、
朝
鮮

半
島
で
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の
三
国
に
よ
る
抗
争
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
、
朝
鮮
三

国
は
互
い
に
優
位
に
立
と
う
と
し
て
倭
国
と
の
外
交
を
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
お
り
、
百

済
王
子
が
人
質
と
し
て
倭
国
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
加
耶
諸
国
を
併
合
し
た
新
羅

が
「
任
那
調
」
と
称
し
て
倭
国
に
貢
調
使
を
派
遣
し
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

こ
の
頃
に
は
多
く
の
知
識
人
や
技
術
者
が
倭
国
へ
渡
っ
た
こ
と
も
『
日
本
書
紀
』
か
ら

窺
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
国
同
士
の
緊
張
関
係
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
日
本
か
ら
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中
国
ま
で
の
海
上
交
通
に
関
わ
る
政
治
的
情
勢
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
中
国
と
高
句
麗
と
の
関
係
は
未
だ
決
着
し
て
お
ら
ず
、
七
世
紀
半
ば
頃

か
ら
は
そ
の
緊
張
が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
く
。

以
上
、
七
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
一
世
紀
ぶ
り
の
中
国
大
陸
へ
の
使
節
で

あ
る
遣
隋
使
や
遣
唐
使
の
派
遣
に
関
連
し
て
沖
ノ
島
で
祭
祀
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
想
定

で
き
る
が
、
そ
の
航
海
は
前
時
代
か
ら
の
朝
鮮
半
島
へ
渡
る
航
海
の
延
長
線
上
に
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
頃
に
金
銅
製
雛
形
品
等
の
使
用
開
始
と
い
っ
た
変
化
を
認
め

る
に
し
ろ
、
そ
れ
は
遣
隋
使
を
派
遣
す
る
た
め
に
起
こ
っ
た
と
言
う
よ
り
は
、
国
内
的
・

内
在
的
な
理
由
（
対
外
交
流
に
よ
る
影
響
を
含
む
）
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
推
古
朝
に

お
け
る
改
革
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
る
が（
16
）

、
具
体
的
に
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三
、
白
村
江
の
戦
い
と
遣
唐
使
の
航
路

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
遣
唐
使
の
航
路
は
当
初
「
北
路
」
で
、
八
世
紀
に
は
「
南
路
」

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、「
南
路
」
へ
の
変
化
は
航
海
の
危
険
性
の
増
大
を
意
味
し
て

お
り
、
沖
ノ
島
、
も
し
く
は
宗
像
三
女
神
へ
の
航
海
安
全
の
祈
り
に
影
響
を
与
え
た
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
航
路
の
変
化
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
生
じ
た
の
か
を
詳
細

に
見
て
い
き
た
い
。

六
五
三
年
、
一
隻
約
一
二
〇
人
が
乗
っ
た
遣
唐
使
船
が
二
隻
派
遣
さ
れ
た
が
（
白
雉

四
年
五
月
壬
戌
条
）、
そ
の
う
ち
高
田
根
麻
呂
を
大
使
と
す
る
一
隻
は
薩
摩
半
島
と
竹

島
（
鹿
児
島
県
三
島
村
か
）
の
間
に
沈
没
し
、
五
人
だ
け
が
一
枚
の
板
に
つ
か
ま
っ
て

竹
島
に
漂
着
し
、
竹
で
筏
を
作
っ
て
「
神
島
」
に
着
い
て
助
か
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た

図　遣隋使・遣唐使航路図

倭（日本）

新羅

沖津宮・中津宮・辺津宮

←長安

唐

蘇州

金城
熊津

洛陽

南路

北路

高田根麻呂船遭難地点
舟山列島

揚州

明州
越州

括州

杭州

莱州

659年の
遣唐使

登州
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（
同
七
月
条
）。
翌
六
五
四
年
に
は
、
も
う
一
隻
の
帰
り
を
待
た
ず
に
高
向
玄
理
を
押
使

と
し
た
遣
唐
使
が
新
た
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
二
船
で
「
新
羅
道
」
を
と
っ

て
山
東
半
島
北
岸
の
莱
州
を
経
て
京
（
長
安
）
で
高
宗
に
謁
見
し
た
と
い
う
（
白
雉
五

年
二
月
条
。
帰
国
は
斉
明
天
皇
元
年
（
六
五
五
）
八
月
戊
戌
朔
条
）。
一
方
、
六
五
三

年
に
出
発
し
た
も
う
一
隻
の
大
使
で
あ
る
吉
士
長
丹
ら
は
、
六
五
四
年
七
月
に
新
羅
・

百
済
の
送
使
と
と
も
に
筑
紫
に
帰
着
し
て
お
り
、
唐
の
皇
帝
と
謁
見
し
て
文
書
・
宝
物

を
も
た
ら
し
た
。

問
題
は
彼
ら
の
と
っ
た
ル
ー
ト
だ
が
、
六
五
四
年
派
遣
の
一
行
の
「
新
羅
道
」
に
つ

い
て
は
、
対
馬
か
ら
始
め
に
朝
鮮
半
島
に
到
着
す
る
の
が
新
羅
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
こ
う
呼
ば
れ
、
所
謂
「
北
路
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
朝
鮮
半
島
西

海
岸
で
も
ソ
ウ
ル
周
辺
の
漢
江
河
口
は
六
世
紀
後
半
以
降
新
羅
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
か

ら
、
百
済
が
健
在
な
当
時
で
も
新
羅
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
舒
明

天
皇
十
一
年
（
六
三
九
）
九
月
に
は
新
羅
の
送
使
と
と
も
に
、
翌
年
十
月
に
は
新
羅
を

経
由
し
て
新
羅
・
百
済
の
朝
貢
使
と
と
も
に
、
留
学
僧
ら
が
帰
国
し
て
い
る
。

六
五
三
年
出
発
の
二
隻
に
つ
い
て
は
、
大
使
を
務
め
た
吉
士
長
丹
が
帰
国
の
際
に
褒

賞
と
し
て
「
呉
氏
」
に
賜
姓
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
呉
」
は
中
国
の
特

に
南
朝
（
江
南
地
方
）
を
示
す
か
ら
、
二
隻
と
も
東
シ
ナ
海
を
横
断
し
て
江
南
の
地
に

上
陸
す
る
「
南
路
」
を
と
っ
た
と
い
う
岸
俊
男
氏
の
解
釈
が
あ
る（
17
）

。
ま
た
東
野
治

之
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
白
雉
元
年
（
六
五
〇
）
是
歳
条
に
安
芸
で
建
造
さ
れ
た
こ
と

が
み
え
る
「
百
済
舶
」
二
隻
が
こ
の
遣
使
に
対
応
し（
18
）

、
二
隻
に
そ
れ
ぞ
れ
付
け
ら

れ
た
「
送
使
」
は
百
済
へ
送
り
届
け
る
た
め
の
使
者
で
あ
る
と
し
て
、
後
述
す
る
六
五

九
年
の
遣
唐
使
と
同
様
に
、
両
船
と
も
百
済
沿
岸
か
ら
長
江
河
口
付
近
を
目
指
し
た

と
想
定
し
て
い
る（
19
）

。
魅
力
的
な
説
で
は
あ
る
が
、
大
使
と
「
送
使
」
と
が
二
隻
そ

れ
ぞ
れ
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
別
ル
ー
ト
だ
っ
た
蓋
然
性
も
高
く（
20
）

、

帰
国
時
に
吉
士
長
丹
ら
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
西
海
使
」
と
い
う
表
現
（
七
月

丁
酉
条
・
同
是
月
条
）も
、ほ
か
に
は
百
済
か
ら
帰
国
し
た
使
者
に
用
い
ら
れ
て
い
て（
斉

明
天
皇
二
年
（
六
五
六
）
是
歳
条
・
同
三
年
是
歳
条
・
同
四
年
是
歳
条
）、
長
丹
ら
は

「
北
路
」
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（
21
）

。
た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
う
一
隻
の
高

田
根
麻
呂
の
船
の
方
は
、
薩
摩
半
島
沖
で
遭
難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
北
路
」
と
は

異
な
る
航
路
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（
22
）

。
こ
の
頃
、
朝
鮮
半
島
西
海
岸

を
経
由
せ
ず
に
東
シ
ナ
海
を
渡
る
航
路
を
試
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
五
島
列
島

か
ら
出
発
す
る
八
世
紀
の
「
南
路
」
と
は
や
や
異
な
る
が
、
こ
れ
を
広
義
の
「
南
路
」

の
始
ま
り
と
見
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
四
五
年
か
ら
の
唐
に
よ
る
高
句
麗
出
兵
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
六
四
七
・
六
四

八
年
に
も
征
討
を
行
う
な
ど
、
そ
の
後
も
唐
は
高
句
麗
へ
の
攻
撃
を
企
図
し
て
お
り
、

六
五
四
年
に
高
宗
と
謁
見
し
た
遣
唐
使
は
、
倭
国
は
新
羅
と
近
接
し
て
い
る
か
ら
危
急

の
際
に
は
新
羅
を
救
う
よ
う
に
と
の
言
葉
を
受
け
て
い
る
（『
唐
会
要
』
巻
九
九
、
倭

国
条
）。
百
済
は
こ
の
頃
新
羅
の
旧
加
耶
地
域
に
侵
攻
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
唐
か
ら

の
新
羅
と
の
和
解
命
令
に
も
応
え
ず
、
高
句
麗
・
百
済
が
連
合
し
、
唐
・
新
羅
と
敵
対

す
る
と
い
う
形
で
朝
鮮
半
島
情
勢
の
緊
迫
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
倭

国
に
よ
る
新
た
な
航
路
の
模
索
と
関
連
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。

次
の
六
五
九
年
の
遣
唐
使
は
、六
五
五
年
か
ら
唐
に
よ
る
高
句
麗
出
兵
が
再
開
さ
れ
、

高
句
麗
・
百
済
に
攻
め
込
ま
れ
た
新
羅
か
ら
救
援
を
求
め
ら
れ
た
唐
が
百
済
討
伐
を
準

備
す
る
中
で
派
遣
さ
れ
た
。『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五
年
七
月
戊
寅
条
に
載
せ
ら
れ
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た
「
伊
吉
連
博
徳
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
使
坂
合
部
連
石
布
、
副
使
津
守
連
吉
祥
ら
が
二

船
に
分
か
れ
「
呉
唐
之
路
」
に
遣
わ
さ
れ
、「
筑
紫
大
津
之
浦
」（
那
津
）
を
出
発
し
て

「
百
済
南
畔
之
島
」（『
釈
日
本
紀
』巻
一
四
所
引『
海
外
記
』に
よ
れ
ば「
伊
志
奈
利
島
」）

に
至
り
、
そ
こ
か
ら
「
大
海
」（
東
シ
ナ
海
）
に
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
坂
合
部
連
石

布
の
船
は
逆
風
に
遭
っ
て
辿
り
着
い
た
「
南
海
」
の
島
で
島
人
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
、

な
ん
と
か
五
人
だ
け
が
逃
げ
て
「
括
州
」（
浙
江
省
麗
水
）
へ
到
着
し
、
洛
陽
で
も
う

一
船
の
一
行
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
有
り
様
だ
っ
た
が
、
そ
の
も
う
一
船

の
津
守
連
吉
祥
の
船
は
、
順
調
に
「
越
州
会
稽
県
須
岸
山
」（
舟
山
列
島
か（
23
）

）
に
約

三
日
で
到
着
し
、
余
姚
県
に
船
を
留
め
越
州
か
ら
早
馬
に
乗
っ
て
洛
陽
へ
至
っ
た
。
五

島
列
島
か
ら
で
は
な
い
が
、東
シ
ナ
海
を
横
断
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
後
の
「
南
路
」

と
変
わ
ら
な
い
。
百
済
の
南
畔
か
ら
の
渡
海
は
、
対
馬
海
流
と
な
る
黒
潮
か
ら
北
へ
分

か
れ
た
海
流
の
影
響
を
避
け
ら
れ
る
の
で
、
合
理
的
な
選
択
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か（
24
）

。

な
お
、
彼
ら
は
百
済
征
討
計
画
が
漏
れ
な
い
よ
う
洛
陽
で
幽
閉
さ
れ
、
六
六
〇
年
の

百
済
滅
亡
後
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
越
州
」
を
出
発
し
て
「
檉
岸
山
」（
須
岸

山
と
は
別
の
舟
山
列
島
中
の
島
か
）
よ
り
や
は
り
「
大
海
」
に
出
て
漂
流
し
、
約
九
日

後
に
な
ん
と
か
耽
羅
（
済
州
島
）
に
辿
り
着
い
た
よ
う
で
あ
る
（
斉
明
天
皇
七
年
五
月

丁
巳
条
）。
そ
の
帰
路
は
明
ら
か
に
「
南
路
」
と
称
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
後
六
六
三
年
に
倭
国
は
百
済
の
復
興
を
助
け
て
唐
・
新
羅
と
戦
う
も
の
の
大
敗

し
、
そ
の
戦
後
処
理
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
過
程
で
往
来
し
た
使
節
、
六
六

五
年
に
高
宗
の
泰
山
封
禅
の
儀
に
参
列
す
る
た
め
に
唐
使
劉
徳
高
と
と
も
に
渡
海
し
た

遣
唐
使
、
六
六
九
年
に
唐
の
高
句
麗
平
定
を
賀
す
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
等
は
、

北
路
に
よ
っ
て
唐
の
都
へ
向
か
っ
た
ら
し
い
。
当
時
高
句
麗
・
百
済
の
旧
領
は
唐
の
領

土
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
然
の
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
新
羅
が
六
七
六
年
に
唐
を
追

い
出
し
て
朝
鮮
半
島
の
統
一
を
成
し
遂
げ
て
い
く
中
で
、
七
〇
二
年
に
到
る
ま
で
遣
唐

使
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
大
宝
の
遣
唐
使
か
ら
は
五
島
列
島
か
ら
渡
海
す
る
「
南
路
」
の
航

海
が
一
般
的
に
な
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
七
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
の
朝
鮮
半
島
南
岸
辺

り
か
ら
の
航
海
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
単
に
航
路
の
面
で
従
来
の
「
北
路
」

と
同
じ
と
は
言
い
難
い
ば
か
り
か
、
航
海
技
法
、
船
の
規
模
（
構
造
も
準
構
造
船
か
ら
構

造
船
へ
変
化
し
た
か
）等
の
面
で
も
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

む
し
ろ
広
義
の
「
南
路
」
と
し
て
扱
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
25
）

。
そ
し

て
緊
迫
し
た
半
島
情
勢
が
も
た
ら
し
た
、
こ
の
東
シ
ナ
海
を
横
断
す
る
危
険
な
航
海
に
臨

む
こ
と
を
迫
ら
れ
た
人
々
は
、
以
前
に
も
増
し
て
熱
心
に
航
海
安
全
の
祈
り
を
行
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
古
代
日
本
列
島
か
ら
大
陸
へ
の
航
海
の
歴
史
、
そ
し
て
そ
れ
を
背
景
と
す

る
航
海
安
全
の
祈
り
の
歴
史
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
画
期
は
八
世
紀
初
め
で
は
な
く
む
し

ろ
七
世
紀
の
半
ば
過
ぎ
に
あ
る
と
考
え
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
（
表
）。

お
わ
り
に

七
・
八
世
紀
の
遣
唐
使
と
沖
ノ
島
お
よ
び
宗
像
大
社
と
の
関
連
を
直
接
に
示
す
史
料

は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
史
料
上
主
に
遣
唐
使
が
航
海
の
安
全
を
祈
っ
た
対
象
と

し
て
知
ら
れ
る
の
は
住
吉
神
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
権

に
よ
る
航
海
安
全
の
祈
り
は
沖
ノ
島
、
宗
像
三
女
神
の
信
仰
に
と
っ
て
本
源
的
に
重
要
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表　八世紀第一四半期までの遣隋使・遣唐使一覧表
（註（14）東野治之『遣唐使』より一部改変して作成。「航路」の欄のゴシック体の部分は筆者によるもの）

次
数

出
発　

西
暦
（
和
暦
）

使　

人

航　

路

船　

数

入
京
（
長
安
・
洛
陽
）
年
月

帰　

国

航
路

備　

考

  

1

六
〇
〇
（
推
古
天
皇
八
）

北
路
?

（
不
明
）

北
路
?

  

2

六
〇
七
（
推
古
天
皇
一
五
）

小
野
妹
子

北
路
?

六
〇
八
・
四

北
路

随
使
裴
世
清
ら
来
日

  

3

六
〇
八
（
推
古
天
皇
一
六
）

小
野
妹
子
（
大
使
）

吉
士
雄
成
（
小
使
）

鞍
作
福
利
（
通
事
）

北
路
?

六
〇
九

北
路
?

裴
世
清
を
送
る

高
向
玄
理
、
僧
旻
、

南
淵
請
安
ら
留
学

  

4

六
一
四
（
推
古
天
皇
二
二
）

犬
上
三
田
耜

矢
田
部
造
某

北
路
?

六
一
五

北
路

百
済
使
と
と
も
に
帰
る

  

一

六
三
〇
（
舒
明
天
皇
二
）

犬
上
三
田
耜

薬
師
恵
日

北
路
?

六
三
二
・
八

北
路

唐
使
高
表
仁
ら
来
日

   

二

六
五
三
（
白
雉
四
）

吉
士
長
舟
（
大
使
）

吉
士
駒
（
副
使
）

北
路
? 

1

六
五
四
・
七

北
路

同　

七
月
？

高
田
根
麻
呂
（
大
使
）

掃
守
小
麻
呂
（
副
使
）

南
路
?

1

往
途
、
薩
摩
竹
島
付
近
で
遭
難

    

三

六
五
四
（
白
雉
五
）

高
向
玄
理
（
押
使
）

河
辺
麻
呂
（
大
使
）

薬
師
恵
日
（
副
使
）

北
路

2

六
五
五

北
路
?

高
向
玄
理
、
唐
で
没

    

四

六
五
九
（
斉
明
天
皇
五
）

八
月

坂
合
部
石
布
（
大
使
）

津
守
吉
祥
（
副
使
）

伊
吉
博
徳

南
路

2

六
五
九
（
顕
慶
四
）

閏
一
〇
月

六
六
一
・
五

（
第
二
船
）

南
路

第
一
船
は
往
途
南
海
の
島
に
漂
着
、

大
使
ら
は
殺
さ
れ
る

    

五

六
六
五
（
天
智
天
皇
四
）

守
大
石
・
坂
合
部
石
積
・
吉

士
岐
弥
・
吉
士
針
間
（
送
唐

客
使
）

北
路

六
六
七
・
一
一

北
路

唐
使
劉
德
高
を
送
る
。

唐
使
法
聡
来
日

六
六
三 

白
村
江
の
戦

  

六

六
六
七
（
天
智
天
皇
六
）

伊
吉
博
徳
（
送
唐
客
使
）

笠
諸
石
（
送
唐
客
使
）

北
路

六
六
八

北
路

唐
使
法
聡
を
百
済
に
送
る

唐
に
は
行
か
ず
か

  

七

六
六
九
（
天
智
天
皇
八
）

河
内
鯨

北
路
?

（
不
明
）

北
路
?

  

八

七
〇
二
（
大
宝
二
）
六
月

粟
田
真
人
（
執
節
使
）

高
橋
笠
間
（
大
使
）

坂
合
部
大
分
（
副
使
）

巨
勢
邑
治
（
大
位
）

山
上
憶
良
（
少
録
）

南
路

七
〇
二
（
長
安
二
）

一
〇
月

七
〇
四
・
七
（
粟
田
真
人
）

七
〇
七
・
三
（
巨
勢
邑
治
）

七
一
八
・
一
〇
（
坂
合
部
大
分
）

南
路

六
七
六
新
羅
、
朝
鮮
半
島
統
一

道
慈
留
学

   

九

七
一
七
（
養
老
元
）

多
治
比
県
守
（
押
使
）

大
伴
山
守
（
大
使
）

藤
原
馬
養
（
副
使
）

南
路
?

4

七
一
七
（
開
元
五
）

一
〇

七
一
八
・
一
〇

南
路
?

玄
昉
・
阿
倍
仲
麻
呂
・
吉
備
真
備
・

井
真
成
ら
留
学

道
慈
帰
国
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で
、
重
要
な
海
路
の
守
り
神
で
あ
る
沖
ノ
島
や
三
女
神
に
対
し
て
、
遣
唐
使
の
航
海
に

関
わ
る
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る（
26
）

。
七
世
紀
後
半
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
遺
跡
の
登
場
や
、
沖
ノ
島
、
大
島
お
よ
び
九
州
本

島
の
三
宮
で
の
共
通
す
る
古
代
祭
祀
（
三
女
神
へ
の
祭
祀
）
の
開
始
に
、
遣
唐
使
に
よ

る
東
シ
ナ
海
横
断
の
開
始
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

沖
ノ
島
の
み
な
ら
ず
大
島
の
中
津
宮
（
御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
）
お
よ
び
本
土
の
辺
津
宮

（
下
高
宮
祭
祀
遺
跡
）
に
お
い
て
も
祭
祀
が
明
確
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
沖
ノ
島
を

信
仰
の
起
源
と
す
る
宗
像
三
女
神
へ
の
信
仰
が
明
確
化
す
る
こ
と
は
、
島
々
と
本
土
か

ら
な
る
宗
像
地
域
に
お
け
る
信
仰
の
充
実
と
言
え
る
。
遣
唐
使
船
も
航
路
を
問
わ
ず
宗

像
の
海
域
（
玄
界
灘
沿
岸
）
は
通
過
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ
う
な
変
化
が
新
た

な
形
の
航
海
と
そ
れ
を
必
要
と
し
た
対
外
情
勢
に
対
す
る
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
対
応

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
沖
ノ
島
お
よ
び
宗
像
地
域
に
お
け
る
様
々
な
変
化
は
、
い
ず
れ
も
詳
細
に

年
代
を
絞
り
込
め
る
状
況
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
遷
や
三
女
神
信
仰

の
確
立
が
遣
唐
使
航
路
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
早
計

で
、
本
稿
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
た
い
訳
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

七
世
紀
に
生
じ
た
変
化
は
、
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
日
本
列
島
に
お
い
て
も
、
沖
ノ
島
お
よ

び
宗
像
地
域
に
お
い
て
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
沖
ノ
島
と
無
関
係
と
は

言
い
難
い
遣
唐
使
の
航
海
の
変
化
の
画
期
が
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
緊
迫
し
た
七
世
紀
半

ば
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
今
後
の
関
連
す
る
諸

研
究
の
深
化
を
願
い
つ
つ
擱
筆
し
た
い
。

（
福
岡
県
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
）

【
補
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
九
州
国
立
博
物
館
「
大
宰
府
学
研

究
」
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
知
ら
れ
ざ
る
沖
ノ
島
祭
祀
」
に
お
け
る
発
表
内
容
を
増
補

改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）
小
田
富
士
雄
「
沖
ノ
島
祭
祀
の
再
検
討
３
」（『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
』

Ⅲ
、
二
〇
一
三
年
）。

（
2
）
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
神
宮
神
宝
図
巻
』。
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
の
遷
宮
の

際
に
描
か
れ
た
図
を
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
に
書
写
し
た
も
の
。

（
3
）
井
上
光
貞
「
古
代
沖
の
島
の
祭
祀
」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）。
沖
ノ
島
で
先
駆
的
に
〝
律
令
的
祭
祀
〟
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、〝
律
令
的
祭
祀
〟
と
し
て
現
在
研
究
者
が
律
令
と
関
連
づ
け

て
理
解
し
て
い
る
祭
祀
の
形
態
が
、
実
際
に
は
日
本
律
令
の
編
纂
よ
り
早
い
段
階
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

（
4
）
金
子
裕
之
「
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
と
金
銅
製
紡
織
具
」（『
古
代
都
城
と
律
令
祭
祀
』
柳
原
出
版
、

二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
雛
形
紡
織
具
が
女
神
だ
け
に
捧

げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

（
5
）『
宗
像
大
社
文
書
』
三
（
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
6
）
宗
像
市
教
育
委
員
会
『
大
島
御
嶽
山
遺
跡
』（
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
四
集
、
二

〇
一
二
年
）。

（
7
）
詳
細
は
本
号
所
載
の
福
嶋
真
貴
子
「
下
高
宮
を
中
心
と
し
た
辺
津
宮
境
内
発
見
の
祭
祀
品
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に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
下
高
宮
周
辺
や
御
嶽
山
麓
の
中
津
宮
境
内
付
近
か
ら
の
採
集
遺
物
に
よ
り
、
三
宮
で
の
祭

祀
が
五
世
紀
ま
で
遡
る
と
い
う
想
定
も
可
能
で
あ
る
（
花
田
勝
広
「
宗
像
地
域
の
古
墳
群

と
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
遷
」『
沖
ノ
島
祭
祀
と
九
州
諸
勢
力
の
対
外
交
渉
』
第
一
五
回
九
州
前

方
後
円
墳
研
究
会
北
九
州
大
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
遺
物

は
そ
こ
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
そ
れ
ら
の
場
所
が
特
別
な
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
ま
で
は
物
語
る
が
、
た
だ
ち
に
三
女
神
へ
の
祭
祀
・
信
仰
の
存
在
を
証
明
す
る
も

の
で
は
な
い
。

（
9
）
こ
の
ほ
か
に
七
世
紀
の
沖
ノ
島
祭
祀
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
、
御
嶽
山
や
下
高
宮
の
祭

祀
遺
跡
は
沖
ノ
島
で
は
八
世
紀
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
露
天
祭
祀
の
状
況
を
呈
し
て
い
る
が
、

御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
の
出
土
品
の
一
部
（
金
銅
製
の
雛
形
琴
の
破
片
な
ど
）
は
沖
ノ
島
の
五

号
遺
跡
（
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
）
と
共
通
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

（
10
）『
三
国
史
記
』
巻
二
七
百
済
本
紀
五
、
武
王
九
年
三
月
条
に
も
、
裴
世
清
が
百
済
の
「
南
路
」

を
通
っ
て
倭
国
に
使
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
11
）
倭
の
五
王
の
時
代
も
百
済
の
領
域
で
あ
る
朝
鮮
半
島
西
海
岸
か
ら
山
東
半
島
に
渡
り
、
南

朝
の
都
建
康
（
南
京
）
に
至
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
倭
の
五
王
に
よ
る
南
朝
へ
の
通
交

開
始
自
体
、
南
朝
が
山
東
半
島
を
領
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
契
機
と
考
え
ら
れ
る

（
川
本
芳
昭
「
倭
の
五
王
に
よ
る
劉
宋
遣
使
の
開
始
と
そ
の
終
焉
」『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の

民
族
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。

（
12
）『
旧
唐
書
』（
巻
一
九
九
上
、
東
夷
伝
倭
国
条
）
に
は
、
高
表
仁
が
倭
の
王
子
（『
唐
会
要
』

巻
九
九
、
倭
国
条
な
ど
で
は
「
王
」）
と
礼
を
争
い
、
朝
命
を
宣
べ
ず
し
て
帰
国
し
た
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
な
い
不
都
合
な
事
案
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
13
）
地
乗
り
航
法
で
は
航
海
は
日
中
に
行
わ
れ
、
夜
間
や
潮
待
ち
の
た
め
多
く
の
停
泊
が
行
わ

れ
る
が
、
そ
の
分
荒
天
時
の
退
避
や
食
料
等
の
補
給
が
容
易
で
あ
る
。
石
井
謙
治
「
魏
へ

の
航
海
」（『
邪
馬
台
国
と
倭
の
五
王
』
海
外
視
点
・
日
本
の
歴
史
二
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一

九
八
六
年
）
参
照
。

（
14
） 『
万
葉
集
』（
一
―

六
二
番
）
お
よ
び
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
値
嘉
郷
条
。
東
野
治
之
『
遣

唐
使
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
森
公
章
「
遣
唐
使
の
時
期
区
分
と
大
宝
度
の

遣
唐
使
」（『
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二

〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
渤
海
国
を
経
由
す
る
「
渤
海
路
」
の
事
例
も
あ
る

が
、
臨
時
の
ル
ー
ト
と
考
え
ら
れ
る
の
で
割
愛
す
る
。
ま
た
「
南
島
路
」
に
つ
い
て
は
、

正
式
に
遣
唐
使
の
航
路
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
（
青
木
和
夫
『
奈
良
の
都
』

日
本
の
歴
史
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
。
杉
山
宏
「
遣
唐
使
船
の
航
路
に
つ
い
て
」

石
井
謙
治
編
『
日
本
海
事
史
の
諸
問
題
』
対
外
関
係
編
、
文
献
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

（
15
） 

新
羅
と
の
政
治
交
渉
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
冊
封
を
受
け
る
新
羅
が
日
本
に
よ
る
唐
へ
の
朝

貢
を
阻
害
す
る
か
も
疑
問
で
あ
る
と
し
て
、
五
島
列
島
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
こ

と
を
考
慮
す
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
（
東
野
治
之
『
遣
唐
使
船
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九

九
年
。
河
上
麻
由
子
「
外
国
へ
の
使
節
た
ち
」
舘
野
和
己
・
出
田
和
久
編
『
日
本
古
代
の

交
通
・
交
流
・
情
報
』
二
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。
南
路
の
航
海
上
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
石
井
謙
治
「
海
上
交
通
の
技
術
」（『
平
安
文
化
の
開
花
』
海

外
視
点
・
日
本
の
歴
史
五
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
16
） 

一
般
に
推
古
朝
は
仏
教
興
隆
の
時
代
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
日
置
部
の
他
に
日
祀
部
な
ど
を

設
置
し
、
中
央
政
権
の
祭
祀
構
造
や
祭
式
方
法
が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
の
は
欽
明
・
敏
達
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朝
か
ら
推
古
朝
の
頃
と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
（
有
働
智
奘
「
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
と
百
済

の
神
祇
祭
祀
」『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
二
〇
―

一
、
二
〇
一
六
年
）、
神
祇
信
仰
に
お

け
る
画
期
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
17
） 

岸
俊
男
「「
呉
・
唐
」
へ
渡
っ
た
人
々
」（
大
林
太
良
編
『
海
を
こ
え
て
の
交
流
』
日
本
の
古

代
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
18
） 

註
（
15
）
前
掲
石
井
謙
治
「
海
上
交
通
の
技
術
」
は
、「
百
済
舶
」
は
そ
れ
ま
で
に
比
べ
遥

か
に
大
型
で
新
た
な
技
術
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
構
造
船
で
あ
る
と
し
、
南
路
啓
開
を
試
み

た
も
の
と
み
て
い
る
。
一
二
〇
人
乗
り
と
い
う
規
模
は
、
一
隻
一
五
〇
人
乗
り
の
四
隻
構

成
で
派
遣
さ
れ
た
八
世
紀
以
降
の
遣
唐
使
船
と
比
べ
て
も
や
や
小
さ
い
程
度
で
あ
り
、
本

稿
も
こ
の
見
方
を
継
承
し
た
い
。

（
19
） 

註
（
14
）
前
掲
東
野
治
之
『
遣
唐
使
』。

（
20
） 

榎
本
淳
一「
遣
唐
使
の
役
割
と
変
質
」（『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』三（
古
代
三
）、岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）。

（
21
） 

註
（
14
）
前
掲
森
公
章
「
遣
唐
使
の
時
期
区
分
と
大
宝
度
の
遣
唐
使
」。
た
だ
し
他
の
西
海

使
の
事
例
は
派
遣
時
の
記
録
が
な
く
、確
言
は
で
き
な
い
。
斉
明
天
皇
六
年
七
月
乙
卯
条
に
、

覩
　
羅
人
が
本
土
に
帰
ろ
う
と
し
て
「
西
海
之
路
」
に
入
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
シ

ナ
海
横
断
ル
ー
ト
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
22
） 

藤
田
元
春
「
伊
吉
博
徳
の
書
」（『
上
代
日
支
交
通
史
の
研
究
』
刀
江
書
院
、
一
九
四
三
年
）。

森
克
己
『
遣
唐
使
』（
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
）
や
註
（
14
）
前
掲
森
公
章
「
遣
唐
使
の
時

期
区
分
と
大
宝
度
の
遣
唐
使
」
は
、
根
麻
呂
の
船
は
南
島
路
の
開
発
を
行
お
う
と
し
て
失

敗
し
た
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。

（
23
） 

須
岸
山
に
つ
い
て
は
、
舟
山
列
島
の
朱
家
尖
島
に
あ
て
る
安
藤
更
生
『
鑑
真
大
和
上
伝
之
研

究
』（
平
凡
社
、一
九
六
〇
年
）
の
見
解
に
従
い
た
い
（
後
述
の
檉
岸
山
に
つ
い
て
も
同
様
）。

（
24
） 

八
世
紀
以
後
に
五
島
列
島
か
ら
船
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
航
海
に
お
い
て
は
、
当
初
や
や

北
に
流
さ
れ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
西
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遣
唐
使
で
は
な
い
が
、

逆
臣
と
さ
れ
官
軍
に
敗
れ
た
藤
原
広
嗣
は
、
五
島
列
島
（「
知
賀
島
」）
か
ら
東
風
を
得
て

船
出
し
た
も
の
の
四
日
後
に
済
州
島
の
付
近
を
航
行
し
て
お
り
、
結
局
西
風
が
吹
き
五
島

列
島
（「
等
保
知
賀
島
」
の
「
色
都
島
」）
に
押
し
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』

天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
一
月
戊
子
条
）。

（
25
） 

註
（
22
）
前
掲
森
克
己
『
遣
唐
使
』
は
、
六
五
九
年
の
航
路
を
北
路
で
朝
鮮
半
島
に
至
っ

た
後
の
、
軍
事
的
緊
張
に
よ
る
「
例
外
」
と
捉
え
て
お
り
、
現
在
ま
で
そ
の
よ
う
な
理
解

が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
年
（
八
三
八
）
三
月
甲
申
条
に
、
宗
像
神
社
な
ど
で
僧
侶
に
遣
唐

使
の
往
還
の
平
安
を
祈
ら
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。
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